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昨
年
、
上
田
市
は
合
併
か
ら
10
年

と
い
う
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

合
併
以
来
、
私
は
、
新
市
の
一
体

感
の
醸
成
と
均
衡
あ
る
発
展
を
目
指

し
て
、
サ
ン
ト
ミ
ュ
ー
ゼ
を
は
じ
め

と
す
る
各
種
施
設
整
備
な
ど
、
新
市

の
足
場
固
め
を
計
画
的
に
進
め
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　

他
方
、
わ
が
ま
ち
魅
力
ア
ッ
プ
応
援

事
業
の
普
及
、
地
域
協
議
会
の
運
営

な
ど
、
住
民
主
体
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
活
動
が
活
発
に
行
わ
れ
て
き
た
こ

と
を
、
大
変
嬉う
れ

し
く
感
じ
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
地
域
内
分
権
確
立
の
最

終
ス
テ
ー
ジ
に
あ
る
中
で
、
住
民
自

治
組
織
が
順
次
、
設
立
さ
れ
て
き
て

お
り
ま
す
が
、
ま
ち
づ
く
り
の
主
役

は
、
常
に
市
民
で
あ
り
続
け
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
昨
年
６
月
の
合

併
10
周
年
記
念
式
典
で
、
私
が
特
に

感
動
を
覚
え
た
の
は
、
市
内
の

高
校
生
１
５
６
名
に
よ
る
吹
奏

楽
演
奏
や
、
市
と
同
じ
く
10
歳

を
迎
え
た
小
学
生
総
勢
２
３
２

名
に
よ
る
大
合
唱
で
す
。

　

上
田
の
未
来
を
担
う
子
ど
も

た
ち
が
生
き
生
き
と
躍
動
す
る

姿
を
見
て
、
次
な
る
10
年
は
、

ま
す
ま
す
輝
か
し
い
も
の
と
な

る
、
そ
う
確
信
し
た
一
日
で
あ

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
上
田
・
丸
子
・
真

田
・
武
石
、
各
地
域
の
魅
力
を

再
発
見
し
、
特
色
を
活い

か
し
た

多
く
の
記
念
事
業
を
市
民
協
働

の
下
、
展
開
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

〝
ひ
と
笑
顔
あ
ふ
れ

〝
ひ
と
笑
顔
あ
ふ
れ  

輝
く
未
来
に
つ
な
が
る

輝
く
未
来
に
つ
な
が
る
健
幸
健
幸

4

4

4

4

都
市
〞を
め
ざ
し
て

都
市
〞を
め
ざ
し
て

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

希
望
に
満
ち
た
輝
か
し
い
平
成
29
年
の
新
春
を
迎
え
、
市
民
の

皆
様
の
御
多
幸
と
御
健
康
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
何
と
言
っ
て
も「
合
併
10
周
年
」、「
真
田
丸
」と
い
う

２
つ
の
大
き
な
年
間
を
通
じ
て
の
取
組
、
５
月
の
名
誉
市
民
・

半は
ん
だ田
孝こ
う

淳じ
ゅ
ん

氏
の
市
公
葬
、
８
月
の
天
皇
皇
后
両
陛
下
の
上
田
御
訪

問
な
ど
、
私
と
し
て
も
記
憶
に
残
る
出
来
事
が
数
多
く
あ
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
映
画「
真
田
十
勇
士
」、「
う
さ
ぎ
追
い
し 

山や
ま
ぎ
わ極
勝か
つ

三さ
ぶ
ろ
う郎

物
語
」、
鶴つ
る
お
か岡
慧け
い
こ子
監
督（
菅
平
高
原
出
身
）の「
う
つ
ろ
い
の
標
本

箱
」の
上
映
、「
こ
ど
も
映
画
教
室
」や「
第
20
回
う
え
だ
城
下
町
映

画
祭
」の
開
催
な
ど
、映
画
を
通
じ
た
取
組
が
活
発
な
一
年
で
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
。

平成29年 市長年頭あいさつ

合
併
か
ら
10
年
、

次
な
る
10
年
を
見
据
え
て

合併合併
10周年10周年

〝
真
田
丸
〞効
果
を

活
か
し
た
一
年
に

　

昨
年
は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ「
真

田
丸
」で
大
い
に
沸
い
た
一
年
間
で

も
あ
り
ま
し
た
。

　

全
国
で
唯
一
整
備
し
た「
信
州
上

田 

真
田
丸 

大
河
ド
ラ
マ
館
」は
、

今
月
15
日
ま
で
開
館
中
で

す
が
、
そ
の
入
館
者
数
も

１
０
０
万
人
に
迫
る
勢
い

で
、
近
年
の
大
河
ド
ラ
マ

館
史
上
、
最
高
の
数
字
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、真
田
茶
屋
、

真
田
十
勇
士
ガ
ー
デ
ン
プ

レ
イ
ス
、
駐
車
場
な
ど
の

施
設
整
備
と
と
も
に
、
何

よ
り
も
、
市
民
の
皆
さ
ん

の「
お
も
て
な
し
の
心
」に

よ
っ
て
、
お
客
様
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

お
陰
様
で
、
観
光
客
は
も
と
よ
り

多
く
の
ド
ラ
マ
出
演
者
の
来
訪
、
全

国
版
マ
ス
コ
ミ
へ
の
露
出
を
通
じ

て
、信
州
上
田
の
認
知
度
の
向
上
は
、

映画「うさぎ追いし 山極勝三郎物語」
初日舞台あいさつ

上田市合併10周年記念式典

大河ドラマ館 入館者90万人達成記念式典
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計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
っ
た
も
の

と
受
け
止
め
ま
す
。

　

そ
し
て
、
当
初
か
ら
私
の
期
待
し

て
い
た
こ
と
が
、
着
実
に
効
果
と

な
っ
て
表
れ
て
い
ま
す
。

　

一
つ
に
、
民
間
事
業
者
の
積
極
的

な
商
品
開
発
や
宿
泊
客
増
加
な
ど
の

経
済
効
果
、
二
つ
に
、
市
民
の
お
も

て
な
し
の
心
の
向
上
、
三
つ
に
、
子

ど
も
か
ら
大
人
ま
で
真
田
氏
の
歴
史

を
学
ぼ
う
と
い
う
機
運
が
高
ま
り
、

生
涯
学
習
活
動
の
輪
が
広
が
っ
た
こ

と
で
す
。

　

こ
れ
こ
そ
が
、「
市
民
が
主
役
の

ま
ち
づ
く
り
」の
姿
で
す
。

　

今
年
は
、
ポ
ス
ト
真
田
丸
と
し
て

の
取
組
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

大
河
ド
ラ
マ
館
は
閉
館
後
、
施
設

内
部
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
上
田
城

や
真
田
氏
を
紹
介
す
る
よ
う
な
Ｖ
Ｒ

映
像（
ヴ
ァ
ー
チ
ャ
ル
・
リ
ア
リ
テ
ィ

＝
仮
想
現
実
）を
大
画
面
で
映
し
出

す
な
ど
、
真
田
丸
の
余
韻
に
浸
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
取
組
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
真
田
丸
に
よ
る
集
客
効

果
を
少
し
で
も
長
く
と
ど
め
る
た
め

に
も
、
今
年
は
、
首
都
圏
に
向
け
て

の
魅
力
発
信
を
一い
っ

気き

呵か

成せ
い

に
展
開
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

世
界
の
菅
平
へ

（
キ
ャ
ン
プ
地
誘
致
の
取
組
）

　

急
激
な
人
口
減
少
・
超
高
齢
社
会

へ
の
対
応
が
急
務
と
さ
れ
る
中
、
平

成
28
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
第
二

次
上
田
市
総
合
計
画
、
あ
る
い
は
上

田
市
版
・
地
方
創
生
の
総
合
戦
略
に

お
い
て
は
、「
ひ
と
笑
顔
あ
ふ
れ　

輝
く
未
来
に
つ
な
が
る　

健4・

幸4・

都

市
」と
い
う
将
来
都
市
像
を
掲
げ
て

い
ま
す
。

　
〝
住
む
人
も
、
訪
れ
る
人
も
笑
顔

に
な
れ
る
ま
ち〝

　

市
民
の
皆
様
一人
ひ
と
り
が
安
心
し

て
、
ま
た
、
未
来
へ
の
希
望
を
持
っ
て

生
活
で
き
る
よ
う
、
市
民
生
活
に
密

着
し
た
各
種
施
策
を
着
実
に
進
め
る

と
と
も
に
、
上
田
の
魅
力
を
更さ
ら

に
高

め
、
積
極
的
に
情
報
発
信
す
る
な
ど
、

移
住
定
住
促
進
に
も
注
力
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

次
な
る
10
年
に
向
け
、
大
き
く
飛

躍
す
る
一
年
と
す
る
た
め
に
も
、
引

き
続
き
、「
市
民
の
力
」、「
地
域
の

力
」、「
行
政
の
力
」の
３
つ
の
大
き

な
力
を
結
集
し
て
、
市
民
協
働
と
地

域
内
分
権
の
推
進
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

大
き
く

飛
躍
す
る
一
年
に

平成29年 市長年頭あいさつ

　

市
で
は
、
２
０
１
９
年
ラ
グ
ビ
ー

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
日
本
大
会
に
向

け
て
、
昨
年
11
月
、
組
織
委
員
会
に

対
し
て
、
公
認
チ
ー
ム
キ
ャ
ン
プ
地

の
申
請
を
行
い
ま
し
た
。

　

組
織
委
員
会
に
よ
る
実
地
検
査
が

今
年
の
１
月
か
ら
４
月
に
予
定
さ
れ

て
お
り
、秋
か
ら
来
年
春
に
か
け
て
、

公
認
チ
ー
ム
キ
ャ
ン

プ
地
が
順
次
、
決
定

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

認
定
要
件
と
し

て
、
宿
泊
施
設
、
お

よ
び
練
習
グ
ラ
ウ
ン

ド
、
屋
内
練
習
場
、

ジ
ム
、
プ
ー
ル
と
い

う
４
種
類
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
施
設
が
必
要

と
な
り
ま
す
が
、
市

が
新
た
に
整
備
す
る

菅
平
地
区
振
興
施
設

も
国
・
県
の
御
理
解

を
得
て
、
２
０
１
８

年
秋
の
完
成
を
目
指

し
て
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。

　

菅
平
高
原
に
お
け

る
ラ
グ
ビ
ー
合
宿
の

歴
史
は
古
く
、
国
内

で
の
知
名
度
は
高
い
も
の
の
、私
は
、

「
世
界
の
菅
平
へ
」と
い
う
意
識
を
持

ち
、
信
州
上
田
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
ワ

ン
ラ
ン
ク
も
ツ
ー
ラ
ン
ク
も
高
め
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
、
常
々
申
し
上

げ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

そ
の
チ
ャ
ン
ス
が
今
、
目
の
前
に

あ
り
ま
す
。

　

菅
平
高
原
は
、
官
民
合
わ
せ
て

１
０
９
面
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
有
し
、

首
都
圏
か
ら
の
交
通
ア
ク
セ
ス
も
良

く
、
本
大
会
直
前
に
は
冷
涼
な
気
候

の
中
で
キ
ャ
ン
プ
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
、
と
い
う
優
位
性
を
備
え
て
い

ま
す
。

　

キ
ャ
ン
プ
地
誘
致
が
実
現
で
き
れ

ば
、大
会
期
間
中
の
チ
ー
ム
関
係
者
、

お
よ
び
フ
ァ
ン
の
来
訪
に
よ
る
賑に
ぎ

わ

い
、
経
済
波
及
効
果
、
地
域
の
ラ
グ

ビ
ー
競
技
の
浸
透
、
国
際
交
流
、
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
面

で
の
好
循
環
が
生
ま
れ
ま
す
。

　

当
然
、
２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

キ
ャ
ン
プ
地
誘
致
の
足
掛
か
り
に
も

な
り
ま
す
。

　

大
い
な
る
チ
ャ
ン
ス
を
確
実
に
手
に

す
る
た
め
に
も
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の

お
力
添
え
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

菅平地区振興施設イメージパース

閉館後のリニューアルが決定した「信州上田真田丸大河ドラマ館」
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　11月22日㈫、平成28年度上田市功労者表彰式を市役所で開催し、市政の各般にわたり御尽力をいただき
ました皆様を表彰いたしました。受賞された皆様は次のとおりです（敬称略・順不同）。

平成28年度　平成28年度　上田市功労者表彰式上田市功労者表彰式
35名、８団体が受賞35名、８団体が受賞

功労者表彰式出席者の皆様功労者表彰式出席者の皆様

◇
功
労
表
彰（
28
名
、
１
団
体
）

●
自
治
部
門

【
地
方
自
治
の
振
興
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
皆
様
】

工
藤　

巖 

（
税
収
協
力
関
係
団
体
役
員
）

馬
場　

小
夜
子 （
税
収
協
力
関
係
団
体
役
員
）

●
教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
部
門

【
教
育
・
文
化
の
向
上
発
展
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
尽
力
さ
れ
た
皆
様
】

堀　
　

俊
彦 

（
保
育
園
医
・
学
校
医
）

竹
内　

恭
一 

（
保
育
園
歯
科
医
・
学
校
歯
科
医
）

宮
入　

美
智
子 （
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
）

福
井　

と
し
子 （
ス
ポ
ー
ツ
団
体
役
員
）

淺
田　

正
義 

（
寄
附
）

小
林　

清
英 

（
寄
附
）

中
嶋　

蓉
子 

（
寄
附
）

城
南
史
料
研
究
会（
古
文
書
の
解
読
）

●
社
会
部
門

【
社
会
福
祉
の
充
実
、
市
民
生
活
の
安
定
向
上
に
尽
力
さ
れ
た
皆
様
】

上
島　

美
起
子 （
民
生
委
員
・
児
童
委
員
）

鷹
野　

良
信 

（
民
生
委
員
・
児
童
委
員
）

有
泉　

滋 

（
保
護
司
）

井
出　

和
治 

（
保
護
司
）

北
沢　

武 

（
保
護
司
）

柴
﨑　

章 

（
保
護
司
）

冨
田　

隆
順 

（
保
護
司
）

西
沢　

美
知
子 （
保
護
司
）

石
山　

健
一 

（
保
健
衛
生
関
係
団
体
役
員
）

表　
　

秀
孝 

（
社
会
福
祉
関
係
団
体
役
員
）

齋
藤　

俊
明 

（
社
会
福
祉
関
係
団
体
役
員
）

横
内　

浄
眞 

（
社
会
福
祉
関
係
団
体
役
員
）

金
井　

航
三 

（
人
権
擁
護
委
員
）

村
松　

正
孝 

（
国
際
化
・
国
際
交
流
の
推
進
）

小
林　

彰 

（
社
会
福
祉
の
充
実
）

市長式辞受賞者代表　工藤巖さんあいさつ
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平成28年度　優良建設工事表彰 　平成27年度にしゅん工した上田市発注の請負金額
200万円以上の建設工事は197件で、そのうち請負金
額が500万円以上の工事は143件でした。この中から
市内に本社のある業者、または市内に本社がある建設
業者を含む共同企業体が施工し工事成績評定点が85
点以上の工事について、優良建設工事審査委員会で審
査の上８件を選定し、その工事を施工した建設業者並
びに現場代理人を表彰しました。
　受賞された８者は次のとおりです（敬称略）。

●受賞　 株式会社宮下組、三共テック株式会社、佐藤・
青木特定建設工事共同企業体、宮下・林特定
建設工事共同企業体、株式会社飯島建設、ミ
ヤジマ技研株式会社、辰野電業株式会社、株
式会社堀内建設

　  契約管財課　TEL23・5257

上田市功労者表彰式
　  秘書課　TEL22・3435

●
産
業
部
門

【
産
業
経
済
の
振
興
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
皆
様
】

下
倉　

光
司 

（
商
工
関
係
団
体
役
員
）

竹
原　

基
好 

（
土
木
・
建
築
団
体
役
員
）

芳
坂　

榮
一 

（
農
業
の
振
興
発
展
）

●
消
防
部
門

【
消
防
活
動
に
尽
力
さ
れ
た
方
】

翠
川　

博 
（
消
防
団
役
員
）

◇
善
行
表
彰（
４
名
、
４
団
体
）

【
地
域
の
環
境
美
化
、
社
会
福
祉
活
動
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
お
い
て
、

特
に
功
績
の
あ
っ
た
皆
様
】

大
沢　

美
模 

（
安
心
安
全
ま
ち
づ
く
り
活
動
）

伊
澤　

英
男 

（
環
境
美
化
活
動
）

宮
島　

登
志
子 （
環
境
美
化
活
動
）

小
栁　

守
男 

（
自
然
保
護
活
動
）

菅
平
長
寿
会 

（
環
境
美
化
活
動
）

音
の
散
歩
道 

（
社
会
福
祉
活
動
）

川
西
公
民
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ（
社
会
福
祉
活
動
）

上
小
左
官
事
業
協
同
組
合（
社
会
福
祉
活
動
）

◇
技
能
表
彰（
２
名
）

【
優
れ
た
技
能
を
有
し
、
技
術
の
向
上
、
後
進
の
育
成
に
つ
い
て
、
特
に
功
績
の
あ
っ
た
皆
様
】

山
宮　

君
夫 

（
農
業
）

横
沢　

正
勝 

（
農
業
）

◇
ま
ち
づ
く
り
表
彰（
１
名
、
３
団
体
）

【
地
域
づ
く
り
や
、
上
田
市
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
お
い
て
、
特
に
功
績
の
あ
っ
た
皆
様
】

牧
谷　

孝
則 

（
景
観
ま
ち
づ
く
り
活
動
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ 

日
本
一
の
兵
眞
田
幸
村
公
放
映
の
実
現
を
願
う
会（
大
河
ド
ラ
マ
の
誘
致
活
動
）

信
州
真
田
六
文
銭
太
鼓
保
存
会（
太
鼓
演
奏
を
通
じ
た
地
域
の
活
性
化
）

別
所
温
泉
大
湯
会（
環
境
景
観
整
備
活
動
）

優良建設工事表彰式出席者の皆様（11月22日）

動画でもご覧動画でもご覧
いただけますいただけます
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県下最大級の規模で開催

平成29年消防出初式
　今年も、新春恒例の消防出初式を県下最大級
の規模で開催します。
　伝統技能披露や幼年消防クラブによる防火
宣言のほか、徒歩部隊約1,600人、消防車両約
130台による市中行進を行います。
　消防団員など消防関係者による徒歩部隊と、
消防団全分団の車両をはじめ上田地域広域連合消防本部のはしご車・救助工作車・高規格救急車などの
車両部隊による市中行進は圧巻です。
　ぜひご覧ください（交通規制にご協力ください）。
●期日●期日　１月15日㈰
●時間/内容/場所●時間/内容/場所
　11：25～／伝統芸能披露（火消し太鼓、はしご乗り、まとい振初）／東小学校
　12：45～／防火宣言、車両機械器具点検／海野町通り
　13：00～／市中行進／大門町→海野町通り→市役所前
　14：30～／式典／サントミューゼ
　  消防総務課（消防団事務局）　TEL26・0119

ごみを減らすために、私たちができることは？

聞いて・得（まるとく）・エコ講座
　ごみの減量・リサイクルに関する連続講座を開催します。この講座は
平成10年から毎年開催し、今年で20回目を迎えます。
　ごみ減量アドバイザーと一緒に、廃棄物処理施設の見学や、エコクッキング等
を通して、ごみ問題や身近な環境について考えてみませんか。
●日時／内容／場所●日時／内容／場所
回 日　時 内　　　　　　　　　容 場　　所

第１回
２月８日㈬
13：30～15：30

上田市のごみの現状を知ろう
ごみの減量と生ごみ処理の話

上田クリーンセンター

第２回
２月15日㈬
10：00～13：30

エコクッキング（環境にやさしい料理を実習）
ぱっくん体験で生ごみ減量を実践

中央公民館

第３回
２月22日㈬
13：00～16：00

施設見学（廃棄物処理施設等）
小柳産業㈱
上田クリーンセンター

第４回
３月１日㈬
13：30～15：00

ごみ分別ゲームで分別の達人に！
グループで話し合い「これから私たちにできることは…」

エコ・ハウス
上田クリーンセンター

※原則全日程参加ですが、個々の講座を単独で受講したい方はご相談ください。
●定員●定員　先着30名
●受講料●受講料　無料（別途材料費［エコクッキング］、保険料［施設見学］）
●申し込み●申し込み　１月10日㈫～27日㈮に、電話で下記へ。
　  廃棄物対策課　TEL22・0666

講座・教室

催  し
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武石地域自治センター　TEL.85･2311㈹  FAX.85･2313㈹

丸子地域自治センター　TEL.42･3100㈹  FAX.43･3666㈹

真田地域自治センター　TEL.72･2200㈹  FAX.72･4140㈹

上田市役所　TEL.22･4100㈹  FAX.25･4100㈹

テーマは「明日へ」

2017シリーズ文化講演会
　「明日へ」をテーマに３回シリーズの文化講演会を開催します。
　全ての回に参加された方には真田氏グッズを、さらに抽選で５名の方に講師のサイン入りグッズをプレゼン
トします。ぜひご来場ください。

◇第１回◇第１回
●日時●日時　１月22日㈰　　●場所●場所　丸子文化会館
●テーマ●テーマ　人生を豊かにする幕末の偉人に学ぶ生き方
●講師●講師　河

かわ

合
い

敦
あつし

氏（歴史研究家）
　  地域教育事務所　TEL42・3147

◇第２回◇第２回
●日時●日時　３月11日㈯　　●場所●場所　真田中央公民館
●テーマ●テーマ　戦国武将に学ぶ防災術
●講師●講師　木

き

原
はら

実
みのる

氏（気象予報士）
　  地域教育事務所　TEL72・2655

◇第３回◇第３回
●日時●日時　３月26日㈰　　●場所●場所　上田文化会館
●テーマ●テーマ　～がんばっぺ！オラの大好きな日本～今、できること
●講師●講師　ダニエル・カール氏（タレント）
　  文化振興課　TEL23・6361

◇共通事項◇共通事項
●時間●時間　13：30～15：00（開場13：00）　　●入場料●入場料　無料　　●申し込み●申し込み　不要
●その他●その他　第１回の丸子会場でスタンプラリー用紙を配布（再発行不可）。

大地震が発生したら…あなたはどうしますか？

東日本大震災の体験から学ぶ講演会
　昨年、熊本県と鳥取県で大きな地震が発生し、多くの方が被災しました。地震大国日本では、いつどこで
地震が起きても不思議ではありません。
　大地震が発生した際、どんな状況になるのかを自分に置き換えて考え、日頃からの備えに取り組んでいた
だくため、東日本大震災の時、岩手県釜石市で住民の避難誘導や避難所運営にあたった自主防災組織のリー
ダーに、自身の体験と教訓をお話しいただきます。
●日時●日時　１月21日㈯13：30～15：00（開場13：00）
●場所●場所　真田中央公民館
●演題●演題　「大震災と教訓」
●講師●講師　瀬

せ

戸
と

元
はじめ

氏（釜石市東日本大震災検証委員）
●参加費●参加費　無料（申込不要）
●その他●その他　 当日ご来場いただいた皆さんに市で備

蓄している食糧を差し上げます。
　  危機管理防災課　TEL21･0123
　　真田中央公民館 　　TEL72・2655

講座・教室

河合敦氏

木原実氏

ダニエル・カール氏

講座・教室

広報うえだ　2017.1.1広報うえだ　2017.1.17
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１
月
18
日
は

「
１
１
８
番
の
日
」で
す

　

１
１
８
番
は
、
海
上
保
安
庁
の
緊
急
通

報
用
電
話
番
号
で
す
。

　
「
溺
れ
て
い
る
人
や
海
難
人
身
事
故
に

遭
遇
し
た
。
目
撃
し
た
」、「
海
に
油
が
浮

い
て
い
る
。
異
臭
が
す
る
」な
ど
、
海
上

に
お
け
る
事
件
・
事
故
な
ど
を
通
報
し
て

く
だ
さ
い
。
通
報
す
る
際
に
は
、「
い
つ
」、

「
ど
こ
で
」、「
何
が
あ
っ
た
」な
ど
を
簡
潔

に
落
ち
着
い
て
お
話
し
く
だ
さ
い
。

　

第
九
管
区
海
上
保
安
本
部
総
務
課

　
　

TEL
０
２
５
・
２
８
５
・
０
１
１
８

　
　
（

危
機
管
理
防
災
課
）

催　

し

福
祉
機
器
展
in
う
え
だ

●
日
時　

１
月
17
日
㈫
午
前
10
時
〜
午
後

７
時
、
18
日
㈬
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

●
場
所　

上
田
創
造
館

●
内
容　

最
新
・
多
彩
な
介
護
用
品
の
展

示
、
体
験
、
介
護
相
談
、
理
学
療
法
士
・

作
業
療
法
士
に
よ
る
講
座
な
ど

●
対
象　

ど
な
た
で
も（
参
加
費
無
料
）

　

福
祉
機
器
展
in
う
え
だ
２
０
１
６
実

　
　

行
委
員
会（
宮
澤
）　

　
　

TEL
０
８
０
・
４
７
９
１
・
５
２
７
７

　
　
（

高
齢
者
介
護
課
）

健康チャレンジ
ポイント対象

お
知
ら
せ

宝
く
じ
助
成
金
で

消
防
団
用
備
品
を
整
備

　

市
消
防
団
で
は
、

長
野
県
市
町
村
振
興

協
会
の
助
成
を
受

け
、
放
送
機
材
を
整

備
し
ま
し
た
。
出
初

式
お
よ
び
消
防
団
ポ

ン
プ
操
法
・
ラ
ッ
パ

吹
奏
大
会
な
ど
、
訓
練
や
各
種
イ
ベ
ン
ト

等
で
有
効
に
活
用
し
ま
す
。

　

消
防
総
務
課　

TEL
26
・
０
１
１
９

都
市
計
画
公
園
変
更
案
の

閲
覧
と
公
聴
会

　

市
で
は
上
田
都
市
計
画
公
園
の
変
更
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
広
く
市
民
の
皆
さ
ん

か
ら
意
見
を
お
聴
き
す
る
た
め
、
素
案
の

閲
覧
と
公
聴
会
を
開
催
し
ま
す
。

◇
都
市
計
画
変
更
案
の
閲
覧

●
期
間　

１
月
５
日
㈭
〜
20
日
㈮
の
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分（
土
・
日
・

祝
日
を
除
く
）

●
場
所　

公
園
緑
地
課
、
丸
子
建
設
課

◇
公
聴
会

●
日
時　

１
月
22
日
㈰
午
後
２
時
〜

●
場
所　

中
央
公
民
館

◇
公
述
の
申
出

●
期
間　

１
月
５
日
㈭
〜
13
日
㈮
の
午
前

８
時
30
分
〜
５
時
15
分（
土
・
日
・
祝

日
を
除
く
）

●
対
象　

市
民
、
ま
た
は
区
域
内
に
権
原

を
お
持
ち
の
方

●
申
出
方
法　
「
公
述
申
出
書（
閲
覧
場
所
、

ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
）」に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
郵
送（
必
着
）、

ま
た
は
直
接
閲
覧
場
所
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

●
そ
の
他　

公
述
人
が
い
な
い
場
合
は
公

聴
会
を
開
催
し
ま
せ
ん
。

　

公
園
緑
地
課　

TEL
23
・
５
１
３
４健康チャレンジ

ポイント対象

特
定
健
診
の
受
診
は

１
月
末
ま
で
で
す
！

　

上
田
市
国
民
健
康
保
険（
国
保
）の
特
定

健
診
の
受
診
期
限
は
１
月
31
日
㈫
で
す
！

未
受
診
の
方
は
忘
れ
ず
に
受
診
を
お
願
い

し
ま
す
。

●
場
所　

市
内
指
定
医
療
機
関（
昨
年
５

月
郵
送
の
通
知
等
に
記
載
）

●
対
象　

40
〜
74
歳
の
上
田
市
国
保
加
入

者（
国
保
以
外
の
方
は
勤
務
先
等
に
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

●
受
診
料　

１
０
０
０
円（
今
年
度
40
・

45
・
50
・
55
・
60
・
65
・
70
歳
の
方
、

前
年
度
非
課
税
世
帯
の
方
は
無
料
）

●
持
ち
物　

受
診
券
、
問
診
票
、
受
診
料
、

健
康
保
険
証

●
受
け
方　

指
定
医
療
機
関
に
電
話
予
約

後
受
診

●
再
発
行
等　

受
診
券
の
再
発
行
や
不
明

な
点
な
ど
は
、
左
記
、
ま
た
は
健
康
推

進
課
、
丸
子
・
真
田
・
武
石
保
健（
健
康
）

セ
ン
タ
ー
へ
。

　

国
保
年
金
課　

TEL
21
・
０
０
５
２

お
知
ら
せ

募
集

催
し

講
座
・
教
室
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TEL.22･4100㈹  FAX.25･4100㈹

TEL.72･2200㈹  FAX.72･4140㈹

TEL.42･3100㈹  FAX.43･3666㈹

TEL.85･2311㈹  FAX.85･2313㈹TEL.85･2311㈹  FAX.85･2313㈹

上田市役所

真田地域自治センター 武石地域自治センター

丸子地域自治センター

上
田
市
こ
と
ぶ
き
大
学

ク
ラ
ブ
活
動
発
表
会

●
日
時　

１
月
27
日
㈮
正
午
〜
午
後
３
時

●
場
所　

上
田
文
化
会
館

●
内
容　

ス
テ
ー
ジ
発
表（
う
た
ご
え
・

ダ
ン
ス
・
民
謡
・
カ
ラ
オ
ケ
・
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
）、
作
品
展
示（
手
芸
・
俳
画
・

書
道
）

●
対
象　

ど
な
た
で
も（
入
場
料
無
料
）

●
定
員　

１
０
０
名

●
申
し
込
み　

不
要

　

中
央
公
民
館　

TEL
22
・
０
７
６
０

講
座
・
教
室

カ
ラ
ダ
元
気
℃(

げ
ん
き
ど)

測
定
し
ま
せ
ん
か
？

　

専
門
機
器（
体
組
成
計
）で
筋
肉
や
脂
肪

の
付
き
方
を
調
べ
、
体
力
測
定
で
元
気
度

（
各
種
運
動
機
能
）を
確
認
し
ま
す
。
健
康

づ
く
り
の
第
一
歩
は
自
分
を
知
る
こ
と
で

す（
測
定
の
目
安
は
年
１
回
程
度
）。

●
日
時　

１
月
６
日
㈮
、
２
月
７
日
㈫
、

３
月
６
日
㈪
の
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

30
分
、
ま
た
は
１
月
20
日
㈮
、
２
月
21

日
㈫
、
３
月
13
日
㈪
の
午
前
９
時
30
分

〜
11
時
30
分
の
う
ち
、
い
ず
れ
か
１
回

参
加
。

●
場
所　

ひ
と
ま
ち
げ
ん
き
・
健
康
プ
ラ

ザ
う
え
だ

●
対
象　

80
歳
以
下
の
市
民

●
定
員　

各
12
名（
申
込
多
数
時
は
、
次

回
を
案
内
し
ま
す
）

●
参
加
費　

無
料

●
持
ち
物　

運
動
着
、
室
内
用
運
動
靴
、

飲
み
物

●
申
し
込
み　

測
定
日
の
前
日
ま
で
に
、

電
話
で
左
記
へ
。

　

健
康
推
進
課　

TEL
28
・
７
１
２
３

冬
の
健
康
づ
く
り
教
室

　

冬
場
は
と
か
く
運
動
不
足
に
な
り
が
ち

で
す
。
楽
し
く
体
を
動
か
し
て
心
身
を
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

●
日
時　

１
月
20
日
〜
３
月
17
日
の
金
曜

日（
２
月
３
日
を
除
く
全
８
回
）午
後
１

時
30
分
〜
３
時

●
場
所　

塩
田
公
民
館
な
ど

●
内
容　

ス
ト
レ
ッ
チ
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
な
ど

●
講
師　

市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

●
参
加
費　

１
回
１
０
０
円

●
持
ち
物　

運
動
の
で
き
る
服
装
、
上
履

き
、
飲
み
物

●
申
し
込
み　

１
月
18
日
㈬
ま
で
に
、
電

話
、
ま
た
は
直
接
左
記
窓
口
へ
。

　

塩
田
公
民
館　

TEL
38
・
６
８
８
３

「
上
田
ブ
ラ
ウ
ニ
ー
」を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
♪

　
「
ベ
ジ
フ
ル
な
な
い
ろ
ス
イ
ー
ツ
コ
ン

テ
ス
ト
」で
最
優
秀
作
品
に
選
ば
れ
た「
上

田
ブ
ラ
ウ
ニ
ー
」を
皆
さ
ん
も
作
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。

●
内
容　

２
月
４
日
㈯
午
前
10
時
〜
正
午

●
場
所　

中
央
公
民
館

●
講
師　

王お
う

鷲わ
し

美み

ほ穂
氏（O

hisam
a 

料
理

教
室
主
宰
、
ベ
ジ
フ
ル
な
な
い
ろ
ス

イ
ー
ツ
コ
ン
テ
ス
ト
最
優
秀
賞
受
賞
）

●
受
講
料　

５
０
０
円（
材
料
費
込
）

●
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
バ
ン
ダ
ナ
、
手

拭
き
タ
オ
ル

●
対
象　

小
学
４
年
生
以
上

●
定
員　

先
着
24
名

●
申
し
込
み　

１
月
10
日
㈫
午
前
10
時
以

降
、
電
話
で
左
記
へ
。

　

中
央
公
民
館　

TEL
22
・
０
７
６
０

椅い

す子
に
座
っ
て
で
き
る

ラ
ク
ラ
ク
運
動
講
座

　

運
動
指
導
士
が
、
椅
子
を
利
用
し
て
で

き
る
、
足
腰
の
負
担
を
軽
減
し
た
運
動
を

紹
介
し
ま
す
。

●
日
時　

２
月
１
日
・
22
日
、
３
月
１
日

の
水
曜
日
、
午
前
10
時
〜
11
時

●
場
所　

丸
子
保
健
セ
ン
タ
ー

●
テ
ー
マ　
「
コ
ツ
コ
ツ
＆
ラ
ク
ラ
ク
実

践
！
基
礎
代
謝
を
ア
ッ
プ
さ
せ
よ
う
！
」

●
対
象　

毎
回
参
加
で
き
る
市
民

●
定
員　

お
お
む
ね
30
名

●
受
講
料　

無
料

●
持
ち
物　

動
き
や
す
い
服
装
、飲
み
物
、

タ
オ
ル

●
申
し
込
み　

１
月
31
日
㈫
ま
で
に
、
電

話
で
左
記
へ
。

　

丸
子
保
健
セ
ン
タ
ー　

　
　

TEL
42
・
１
１
１
７

＜広告欄＞

健康チャレンジ
ポイント対象

健康チャレンジ
ポイント対象

健康チャレンジ
ポイント対象

お
知
ら
せ

催
し

講
座
・
教
室

募
集
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ほ
っ
と
ひ
と
息

産
前
産
後
の
ケ
ア
講
座

　

親
子
で
音
を
使
っ
て
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　

１
月
16
日
㈪
午
前
10
時
〜
11
時

30
分

●
場
所　

市
民
プ
ラ
ザ
・
ゆ
う

●
内
容　

タ
オ
ラ
イ
ア
ー
の
演
奏
体
験
と

絵
本
の
朗
読

●
対
象　

市
内
在
住
の
妊
娠
中（
安
定
期

以
降
）の
方
、
産
後
３
か
月
く
ら
い
ま

で
の
方

●
定
員　

先
着
10
名（
最
少
催
行
人
数
５

名
）

●
受
講
料　

３
０
０
円

●
申
し
込
み　

１
月
６
日
㈮
以
降
、
参
加

費
を
添
え
て
、
左
記
窓
口
へ
。
電
話
で

の
仮
予
約
も
可
能
。

●
そ
の
他　

妊
娠
中
で
、
張
り
止
め
を
飲

ん
で
い
る
方
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
血

圧
注
意
の
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
動

き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

市
民
プ
ラ
ザ
・
ゆ
う

　
　

TEL
27
・
２
９
８
８

学
校
支
援

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

今
な
ぜ
学
校
支
援
が
必
要
な
の
か
。
学

校
支
援
に
取
り
組
む
と
何
が
変
わ
る
の

か
。
市
内
で
の
実
践
事
例
や
第
一
人
者
の

講
演
な
ど
か
ら
、
学
校
支
援
の
基
本
を
学

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　

１
月
13
日
㈮
午
後
４
時
30
分
〜

●
場
所　

ひ
と
ま
ち
げ
ん
き
・
健
康
プ
ラ

ザ
う
え
だ

●
内
容　

事
例
発
表
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
、
講
演
会

●
演
題　
「
社
会
力
を
育
て
る
」（
仮
題
）

●
講
師　

門か
ど
わ
き脇
厚あ
つ

司し

氏（
筑
波
大
学
名
誉

教
授
）

●
定
員　

１
０
０
名

●
参
加
費　

無
料（
申
込
不
要
）

　

生
涯
学
習
課　

TEL
23
・
６
３
７
０

　
　

学
校
教
育
課　

TEL
23
・
５
１
０
１

武
石
番
所
ヶ
原
ス
キ
ー
場

シ
ニ
ア
初
歩
初
級
ス
キ
ー
教
室

　

シ
ニ
ア
ス
キ
ー
ヤ
ー
の
ゲ
レ
ン
デ
デ

ビ
ュ
ー
を
お
手
伝
い
し
ま
す
。
実
技
レ
ッ

ス
ン
の
ほ
か
、
希
望
者
に
は
撮
影
し
た
ビ

デ
オ
に
よ
る
講
習
会
も
行
い
ま
す
。

●
日
時　

１
月
15
日
㈰
・
28
日
㈯
午
前
９

時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分

●
場
所　

武
石
番
所
ヶ
原
ス
キ
ー
場

●
対
象　

50
歳
以
上

●
参
加
費　

２
０
０
０
円（
リ
フ
ト
代
、

講
習
料
、
保
険
料
、
別
途
昼
食
代
）

●
定
員　

先
着
各
20
名

●
持
ち
物　

ス
キ
ー
が
で
き
る
暖
か
い
服

装
、
帽
子
、
手
袋
な
ど
。
レ
ン
タ
ル
可

（
ス
キ
ー
／
１
５
０
０
円
、ス
キ
ー
ウ
ェ

ア
／
１
０
０
０
円
）。

●
申
し
込
み　

１
月
４
日
㈬
以
降
、
各
日

の
３
日
前
ま
で
に
、
電
話
で
左
記
へ
。

　

武
石
番
所
ヶ
原
ス
キ
ー
場

　
　

TEL
86
・
２
２
１
３

　
　
（

産
業
建
設
課
）

定
年
退
職
前
後
の

手
続
き
セ
ミ
ナ
ー

　

年
金
、
健
康
保
険
、
雇
用
保
険
、
再
雇

用
等
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

●
日
時　

１
月
28
日
㈯
午
前
９
時
30
分
〜

正
午

●
場
所　

勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
講
師　

横よ
こ
さ
わ沢
宏ひ
ろ
か
ず和
氏（
社
会
保
険
労
務

士
）

●
定
員　

20
名
程
度（
参
加
費
無
料
）

●
申
し
込
み　

１
月
26
日
㈭
ま
で
に
、
電

話
、
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
左
記
へ
。

　

雇
用
促
進
室　

TEL
24
・
７
３
６
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　

FAX
26
・
６
０
２
４

親
子
交
流
講
座

絵
本
ラ
イ
ブ

　

親
子
で
絵
本
ラ
イ
ブ
を
聴
こ
う
！

●
日
時　

１
月
15
日
㈰
午
後
１
時
〜
２
時

30
分

●
場
所　

中
央
公
民
館

●
講
師　

安あ
ん
ど
う藤
哲て
つ

也や

氏（
フ
ァ
ザ
ー
リ
ン

グ
・
ジ
ャ
パ
ン
代
表
理
事
）

●
定
員　

親
子
70
組（
受
講
料
無
料
）

●
申
し
込
み　

電
話
、
ま
た
は
メ
ー
ル
で

左
記
へ
。

　

子
育
て
家
族
応
援
事
業
実
行
委
員
会

　
　
（
寺
尾
）

　
　

TEL
０
９
０
・
９
１
０
７
・
１
２
２
９

　
　

teraojapan@
gm
ail.com

　
　

子
育
て
応
援
団
ぱ
れ
っ
と

　
　

TEL
０
９
０
・
８
３
２
９
・
３
４
９
４

　
　
（

子
育
て
・
子
育
ち
支
援
課
）

お
知
ら
せ

催
し

講
座
・
教
室

募
集
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労
務
管
理
改
善
リ
ー
ダ
ー

研
修
会

●
日
時　

１
月
17
日
㈫
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分

●
場
所　

上
田
合
同
庁
舎
６
階

●
演
題　
「
有
期
雇
用
労
働
者
の
無
期
転

換
へ
の
企
業
対
応
」〜
無
期
転
換
化
に

よ
る
メ
リ
ッ
ト
を
理
解
す
る
〜

●
講
師　

依よ

だ田
謙け
ん

二じ

氏（
特
定
社
会
保
険

労
務
士
）

●
受
講
料　

無
料

●
申
し
込
み　

１
月
16
日
㈪
ま
で
に
、
電

話
で
左
記
へ
。

　

東
信
労
政
事
務
所

　
　

TEL
25
・
７
１
４
４

　
　
（

雇
用
促
進
室
）

女
性
の
た
め
の
自
分
の
体
と

心
を
大
事
に
す
る
講
座

　

体
の
不
調
を
感
じ
る
前
に
、
知
っ
て
お

き
た
い
体
と
心
の
知
識
を
学
び
ま
す
。

●
日
時　

１
月
21
日
㈯
、
２
月
４
日
㈯
午

前
９
時
30
分
〜
正
午

●
場
所　

市
民
プ
ラ
ザ
・
ゆ
う

●
講
師　

浅あ
さ

田だ

佳か

づ津
美み

氏（
ア
ー
ユ
ル

ヴ
ェ
ー
ダ
講
師
）

●
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
女
性

●
定
員　

先
着
20
名（
受
講
料
無
料
）

●
申
し
込
み　

１
月
10
日
㈫
以
降
、
電
話

ま
た
は
メ
ー
ル
で
左
記
へ
。

　

市
民
プ
ラ
ザ
・
ゆ
う

　
　

TEL
27
・
２
９
８
８　

　
　
plaza-u@

city.ueda.nagano.jp

お
知
ら
せ

催
し

講
座
・
教
室

募
集

ク
ラ
ブ
Ｕ
Ｓ
Ｃ

親
子
運
動
遊
び
教
室

　

親
子
で
触
れ
合
う
体
操
や
あ
そ
び
、
跳

ね
る
、
走
る
、
転
が
る
な
ど
、
幼
児
期
に

必
要
な
運
動
メ
ニ
ュ
ー
満
載
で
す
。

●
日
時　

１
月
21
日
㈯
午
前
10
時
〜
11
時

●
場
所　

神
川
小
学
校
体
育
館

●
対
象　

年
少
〜
年
長
児
と
保
護
者

●
参
加
費　

５
０
０
円
／
組

●
持
ち
物　

上
履
き
、
飲
み
物
・
タ
オ
ル

●
申
し
込
み　

前
日
の
午
後
５
時
ま
で

に
、
電
話
で
左
記
へ
。

　

ク
ラ
ブ
Ｕ
Ｓ
Ｃ
事
務
局　

　
　

TEL
26
・
５
３
２
０

　
　
（

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
）

募　

集

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
を
募
集

●
任
用
期
間　

４
月
１
日
〜
平
成
31
年
３

月
31
日
の
２
年
間

●
職
務
内
容　

市
内
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン

ト
の
企
画
・
運
営
、
地
域
に
密
着
し
た

ス
ポ
ー
ツ
推
進
な
ど

●
応
募
資
格　

18
歳
以
上
の
市
民

●
募
集
人
員　

若
干
名

●
申
し
込
み　

２
月
10
日
㈮
ま
で
に
、
電

話
で
左
記
へ
。
書
類
審
査
、
面
接
な
ど

に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課

　
　

TEL
23
・
５
１
９
６

お 知 ら せ

「信州上田の景観100選」写真パネル展を
開催しました

　【合併10周年記念事業】
　平成18年に上田市が合併して10年。美しい自然をは
じめ、歴史や文化、街並み、祭りや人のにぎわいなど、
それぞれの地域から素晴らしい景観を受け継ぎました。
　市では、「次代に残したい・行ってみたい・歩いてみた
い景観」を、「信州上田の景観100選」として、応募作品
314件の中から103件を選定し、昨年11月30日㈬から12
月４日㈰まで写真パネル展をサントミューゼで開催し
ました。
　また、同年12月中旬には、選定した作品からカレン
ダーを製作して各戸に配布し、また今後は冊子を販売
する予定です。

　  都市計画課　TEL23・5127
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母
子
・
父
子
自
立
支
援
員

（
兼
女
性
相
談
員
）を
募
集

●
任
用
期
間　

４
月
１
日
〜
平
成
30
年
３

月
31
日（
更
新
あ
り
）

●
勤
務
場
所　

子
育
て
・
子
育
ち
支
援
課

●
勤
務
内
容　

ひ
と
り
親
家
庭
の
自
立
に

必
要
な
情
報
提
供
や
助
言
等
の
支
援
・

相
談
・
指
導
、
保
護
が
必
要
な
女
性
へ

の
支
援
・
相
談
・
指
導

●
勤
務
条
件　

休
業
日
を
除
く
月
〜
金
の

午
前
９
時
〜
午
後
４
時（
１
日
６
時
間

勤
務
、
変
更
あ
り
）。
社
会
保
険
加
入

●
賃
金　

市
非
常
勤
職
員
設
置
要
綱
に
よ

り
支
給
。

●
応
募
資
格　

平
成
29
年
４
月
１
日
現
在

64
歳
以
下
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
方
。

・
社
会
福
祉
、
児
童
福
祉
、
教
育
関
係
な

ど
の
資
格
の
あ
る
方

・
ひ
と
り
親
家
庭
相
談
、
女
性
相
談
な
ど

の
経
験
の
あ
る
方

・
ひ
と
り
親
家
庭
、
並
び
に
女
性
に
関
す

る
福
祉
の
増
進
に
熱
意
、
お
よ
び
見
識

の
あ
る
方

●
募
集
人
員　

若
干
名

●
申
し
込
み　

１
月
10
日
㈫
〜
２
月
３
日

㈮
に
履
歴
書
、
82
円
切
手
を
貼
っ
た
定

型
封
筒（
合
否
連
絡
用
。
長
形
３
号
。

応
募
者
の
宛
名
を
記
入
）を
左
記
へ
持

参（
郵
送
不
可
）。

●
選
考
方
法　

書
類
選
考
後
、
面
接
に
よ

り
決
定
し
ま
す
。

　

子
育
て
・
子
育
ち
支
援
課　

　
　

TEL
23
・
５
１
０
６

自
衛
官
候
補
生
・

防
衛
大
学
校
学
生
を
募
集

◇
自
衛
官
候
補
生（
男
性
）

●
応
募
資
格　

採
用
予
定
月
の
１
日
現

在
、
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
男
性

●
受
付
期
間　

１
月
20
日
㈮
ま
で

●
試
験
日　

２
月
５
日
㈰

◇
防
衛
大
学
校
学
生（
一
般
後
期
）

●
応
募
資
格　

平
成
29
年
４
月
１
日
現

在
、18
歳
以
上
21
歳
未
満
の
志
操
健
全
、

身
体
強き
ょ
う

靭じ
ん

な
男
女
。

　

高
等
学
校
卒
業
者
ま
た
は
中
等
教
育
学

校
卒
業
者（
平
成
29
年
３
月
に
卒
業
見

込
み
の
者
を
含
む
）

●
受
付
期
間　

１
月
21
日
㈯
〜
27
日
㈮

●
一
次
試
験
日　

２
月
18
日
㈯

　

自
衛
隊
上
田
地
域
事
務
所

　
　

TEL
22
・
５
２
６
７

　
　
（

市
民
課
）

パ
パ
を
楽
し
も
う
！

パ
パ
カ
レ
ッ
ジ
上
田
メ
ン
バ
ー
募
集

　
「
パ
パ
カ
レ
ッ
ジ
上
田
」で
は
、
父
親
の

子
育
て
を
応
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

子
ど
も
と
の
遊
び
方
、
家
事
・
育
児
の
仕

方
な
ど
の
講
座
を
開
催
し
、
父
親
の
育
児

参
加
の
推
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

●
内
容　

父
子
キ
ャ
ン
プ
、
料
理
教
室
、

モ
ノ
づ
く
り
教
室
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を

年
に
約
６
回
企
画
・
開
催
し
て
い
ま
す
。

●
対
象　

こ
れ
か
ら
結
婚
す
る
方
、
子
育

て
中
の
父
親
、
企
業
な
ど
で
働
く
方
、

地
域
で
子
育
て
を
応
援
す
る
方
、
父
親

の
子
育
て
参
加
を
期
待
す
る
女
性
な
ど

●
申
し
込
み　

電
話
、
ま
た
は
メ
ー
ル
で

左
記
へ
。

　

パ
パ
カ
レ
ッ
ジ
上
田
代
表（
寺
尾
）　

　
　

TEL
０
９
０
・
９
１
０
７
・
１
２
２
９

　
　

teraojapan@
gm
ail.com

　
　
（

子
育
て
・
子
育
ち
支
援
課
）

平
成
29
年
度

文
化
支
援
事
業
募
集

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
企
画
開
催

す
る
コ
ン
サ
ー
ト
や
観
劇
、
展
覧
会
な
ど

を
支
援
し
て
い
ま
す
。
採
択
さ
れ
る
と
、

経
費
の
一
部
助
成
や
、
周
知
協
力
な
ど
の

支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
対
象
事
業　

４
月
１
日
㈯
〜
平
成
30
年

３
月
31
日
㈯
に
市
内
で
開
催
予
定
の
プ

ロ
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
な
ど
を
招
い
て
行

う
鑑
賞
事
業
。

●
申
し
込
み　

２
月
24
日
㈮
ま
で
に
、
所

定
の
応
募
用
紙（
左
記
、
ま
た
は
丸
子
・

真
田
・
武
石
地
域
教
育
事
務
所
、市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
）に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
左
記
へ（
郵
送
可
、
必
着
）。

　

文
化
振
興
課　

TEL
23
・
６
３
６
１

お
知
ら
せ

催
し

講
座
・
教
室

募
集
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わがまち魅力アップ
応援事業を紹介する
コーナーです。 実際に空撮した写真（左 ローマン橋、右 稲倉の棚田）

　

砥
石
米
山
城
ま
つ
り
実
行
委
員
会
は
、
神
科
地
域
の
自
治
会
や

商
工
振
興
会
な
ど
に
よ
り
組
織
さ
れ
、
毎
年
11
月
３
日（
文
化
の

日
）に「
砥
石
米
山
城
ま
つ
り
」を
こ
れ
ま
で
33
回
に
わ
た
り
開
催

し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
同
実
行
委
員
会
で
は
、
過
去
に「
砥
石

米
山
城
跡
周
辺
史
跡
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」を
発
行
す
る
な
ど
、
砥
石

米
山
城
ま
つ
り
以
外
に
も
地
域
の
魅
力
を
発
信
す
る
活
動
を
し
て

い
ま
す
。

　

平
成
28
年
、
市
が
合
併
10
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
実
行
委

員
会
と
し
て
も
特
別
な
企
画
を
実
施
し
た
い
と
考
え
た
と
こ
ろ
、

地
域
の
名
所
や
旧
跡
を
空
撮
し
、
そ
の
写
真
を
１
つ
の
冊
子
に
ま

と
め
た「
空
か
ら
見
た
名
所
旧
跡
見
ど
こ
ろ
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」を
作

成
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

実
行
委
員
会
に
は
約
１
４
０
名
が
所
属
し
、
そ
の
う
ち
約
25
名

が
主
体
と
な
り
同
年
９
月

に
冊
子
の
作
成
を
始
め
ま

し
た
。
ま
ず
は
、
地
域
の

魅
力
を
伝
え
る
こ
と
が
で

き
る
20
か
所
の
選
定
を
し

た
後
、
ド
ロ
ー
ン
な
ど
を

用
い
た
撮
影
を
進
め
、
現

在
は
３
月
の
完
成
に

向
け
て
写
真
の
整
理

と
編
集
作
業
を
し
て

い
ま
す
。

　

実
行
委
員
長
の
佐

藤
さ
ん（
上
写
真
）

は
、「
こ
れ
ま
で
、
砥

石
米
山
城
跡
を
中
心

と
し
た
活
動
が
多

か
っ
た
た
め
、
今
回

は
、
神
科
・
豊
殿
地
域
全
体
の
魅
力
を
広
く
伝
え
て
い
け
る
よ
う
、

特
に
意
識
し
て
い
ま
す
」と
話
し
ま
し
た
。

　

完
成
後
は
、
地
域
内
の
自
治
会
や
商
店
、
観
光
案
内
所
な
ど
に

配
布
す
る
予
定
で
、「
地
元
の
人
た
ち
に
は
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
見

な
が
ら
実
際
に
そ
の
場
所
を
歩
い
て
地
域
の
魅
力
を
再
発
見
し
て

も
ら
い
た
い
。
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
に
は
郷
土
愛
を
育
む
た
め
の

き
っ
か
け
と
な
っ
て
ほ
し
い
」と
展
望
を
語
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
桜
や
花
桃
が
咲
く
春
の
季
節
や
今
回
撮
影
で
き
な

か
っ
た
場
所
な
ど
、
違
う
魅
力
も
伝
え
て
い
け
る
よ
う
事
業
を
継

続
し
て
い
き
ま
す
。

神
科
・
豊
殿
地
域
の「
空
か
ら
見
た
名
所
旧

跡
見
ど
こ
ろ
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」刊
行　

事
業

砥石米山城まつり実行委員会

〈事業の説明〉
「砥石米山城まつり実
行委員会」では、平成
28年度からわがまち魅
力アップ応援事業の採
択を受け、神科・豊殿
地域の名所や旧跡を
空から撮影し、「空か
ら見た名所旧跡見どこ
ろガイドブック」の作成
を進めています。ガイ
ドブックの刊行により、
多くの人に歴史と伝統
のある神科・豊殿地域
に興味を持ってもらい、
魅力を伝えていけるよ
う活動を続けていま
す。

有料広告掲載のお問い合わせは、上田市広報情報課（TEL71･8080）または㈱ホープ長野営業所（TEL050・5838・2344）へ。

佐さ

藤と
う

和か
ず

男お

さ
ん
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丸子図書館 TEL42・2414
※月曜日休館

おはなし会
　「エプロンママ」の皆さんによる、歌や大型絵本・紙芝居
など予定しています。お楽しみに！
日　時 　１月21日㈯10：30～

信州国際音楽村の続き

上田図書館 TEL22・0880
※月曜日休館

おはなしと本の会
　「おはなしざしきわらしの会」の皆さんによる、おはなし
や手遊び。
◇上田図書館
日　時 　１月14日㈯10：30～
◇創造館分館
日　時 　１月28日㈯未就園児／10：30～
 　　　　　園児・児童／11：00～

本のリサイクル市
　図書館で不用になった本や家庭から提供いただいた本を
希望者に無料でお譲りします。
日　時 　１月28日㈯・29日㈰10：00～12：00
その他 　家庭で読み終えた本（全集、百科事典、書き込

みや傷みのある本を除く）がありましたら、１
月26日㈭までにお持ちください。

信州
国際音楽村

TEL42・3436
FAX42・3948

信州国際音楽村恒例　新春寄席
　毎年恒例の新春寄席です。イベント終了時にはお年玉プ
レゼントの抽選会も予定しています。
日　時 　１月22日㈰14：00～（開場13：30）
出　演 　笑

しょう

福
ふく

亭
てい

鶴
つる

光
こ

、瀧
たきがわ

川鯉
り

昇
しょう

　　　　　春
しゅん

風
ぷう

亭
てい

柳
りゅう

若
じゃく

　　　　　瀧
たきがわ

川あまぐ鯉
り

入場料 　2,500円
　　　　　（前売り2,000円）
　　　　　小・中学生1,500円
　　　　　（前売り1,500円）
　　　　　※全席自由

信州国際音楽村女子会
　音楽を歌って楽しく食事をして交流する女性向けのイベ
ントです。童謡、唱歌など一緒に楽しく歌いましょう。
日　時 　１月14日㈯11：00～
出　演 　鵜

うの

木
き

絵
え り

里（オペラ歌手・二期会会員）
　　　　　多

た だ

田聡
さと

子
こ

（ピアニスト）
入場料 　3,000円（定員30名程度）
申し込み 　１月13日㈮までに、電話で。

信州国際音楽村少年少女合唱団
新規団員募集
　次世代を担う子どもたちが、心豊かな情操を養うととも
に第一線のアーティストから質の高い指導を受けながら、
見る人に感動を与えるステージを作っています。
日　時 　毎週水曜日18：00～20：00
講　師 　彌

み

勒
ろく

忠
ただ

史
し

（オペラ歌手）、玉
たま

﨑
ざき

真
ま

弓
ゆみ

（声楽家）
　　　　　小

お

栗
ぐり

華
はな

絵
え

（伴奏）
対　象 　ジュニア／小学２～４年生
　　　　　シニア／小学５年生～高校生
参加費 　3,000円／月（別途入団

費・制服貸与代5,000円）
詳しくは問い合わせく
ださい。

カールヤイトラーウインドアンサンブル
参加者募集！！
　ウィーンスタイルの管楽アンサンブル（吹奏楽）への参加
者を募集します。年齢や経験・レベルの差を問わず、楽し
みながら管楽アンサンブルにふれ、９月に開催する「上田
－ウィーンアカデミー2017」等への出演を目指します。
日　時 　１月22日㈰19：00～21：00（初回）
　　　　　（毎月２回、原則日曜日に活動）
曲　目 　ラデッキーマーチ（予定）　ほか
講　師 　武

たけ

田
だ

理
り え こ

恵子（フルート）
　　　　　廣

ひろ

田
た

喜
よし

美
み

（クラリネット）
　　　　　太

おお

田
た

恭
やすひと

史（群馬交響楽団・第一トランぺット）
　　　　　市

いちむらしんじ

村信持（元群馬交響楽団・バストロンボーン）
　　　　　藤

ふじ

田
た

純
じゅん

平
ぺい

（チューバ）
　　　　　岡

おか

昭
あき

男
お

（元群馬交響楽団・打楽器）
対　象 　どなたでも（中学生、高校生可）
参加費 　300円／回（楽譜コピー代等諸経費含む）笑福亭鶴光氏

彌勒忠史氏
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マルチメディア
情報センター

TEL39・1000　FAX39・1010
URL  http：//www.umic.jp
※水曜日休館

Photoshopで
素敵なブロマイド写真を作ろう
　写真編集ソフトPhotoshopを使用し、顔写真と他の画像
を切り抜いて合成し、ブロマイド写真を作ります。
日　時 　１月30日㈪13：30～16：00
対　象 　パソコンの操作ができる方
定　員 　先着20名（最小催行人数５名）
受講料 　500円
持ち物 　自身や家族の写真、合成したい画像データをUSB
　　　　　で持参(大きめにはっきり写っているもの)
申し込み 　１月９日（月・祝）～29日㈰に、電話で。

Word初心者講座２日間コース【Word2013使用】
　Wordを基礎から学びたい方のための講座です。ビジネ
ス文書の作成や、イラストや表を使った書類のつくり方を
学びます。
日　時 　２月２日㈭・９日㈭9：30～12：00
対　象 　文字入力のできる方
定　員 　先着20名（最小催行人数５名）
受講料 　2,500円（別途テキスト代1,296円）
申し込み 　１月12日㈭～31日㈫に、電話で。

ステップアップExcel関数＆マクロ入門講座
【Excel2013使用】

　Excel関数（ISERROR、SUMIFS、データベース関数等）と
マクロ作成やフォーム作成について学びます。
日　時 　２月４日㈯・18日㈯13：30～16：00
対　象 　Excel関数の基礎知識がある方
定　員 　先着20名（最小催行人数５名）
受講料 　2,500円（別途テキスト代2,138円）
申し込み 　１月14日㈯～２月３日㈮に、電話で。

上田情報
ライブラリー TEL29・0210

※火曜日休館

人生の主人公になろう！
～「こころ」と頭の実用セミナー～
　大事なことを気持ちよくできるようになるための、実用
的な技術を楽しく身につける参加型セミナーです。 
日　時 　１月25日㈬18：30～20：10
内　容 　「こころ」を豊かにする大人の記憶術
 　　　　　～究極の脳トレーニングとしての記憶術「まだ

まだ、できる！」～
講　師 　中

なかざわ

澤武
たけし

氏（早稲田大学講師）
対　象 　生活のバランスを取りたい方、日常生活の主体

性を高めたい方、時間をうまく使いたい方
定　員 　先着20名
参加費 　500円（資料代）
持ち物 　筆記具、カラーペン（持っている方）
申し込み 　１月６日㈮以降、電話で。

あかちゃんと楽しむえほんの会
　図書館の職員と上田女子短期大学の学生たちによるおは
なし会です。図書館のカードを持ってご参加ください。　
日　時 　１月15日㈰10：30～11：00 

真田図書館 TEL72・8080
※月曜日休館

新春おはなし広場開催
　図書館サポーター「民話の会」の皆さんによる絵本の読み
聞かせと紙芝居、鳴

なるさわ

澤今
きょ う

日子
こ

さんによる折り紙教室をお楽
しみください。
日　時 　１月21日㈯10：30～
対　象 　どなたでも

第２回ボランティア講座
　図書館の仕事に興味のある方を対象に、ボランティア講
座の２回目を開催します。今回は第１回目からの応用編と
して本の装備、修理などの実習を行います。
日　時 　１月26日㈭13：30～15：30 
対　象 　どなたでも
申し込み 　１月24日㈫までに、電話で。



サ ン ト ミ ュ ー ゼ ニ ュ ー ス
交 流 文 化 芸 術 セ ン タ ー ・ 市 立 美 術 館 通 信
サ ン ト ミ ュ ゼ ニ ュ
　交流文化芸術センター　TEL27・2000　市立美術館　TEL27・2300 火曜日休館

※最新の情報はホームページをご覧ください。

https://www.santomyuze.com/

表紙説明

南部保育園　餅つき
　平成28年12月８日、すがすがしい晴天のもと南部保育園で餅つきを行いました。
　餅つきの前には、うるち米ともち米の違いを学習し、餅をつく直前の蒸したもち米（おこわ）の試食をし
ました。
　子どもたちは、２人１組で順番に重い杵

きね

を懸命に振りかざしながら餅つき体験をし、また周囲では「よい
しょ！よいしょ！」と元気なかけ声で応援をしていました。
　ついたお餅はその日のお昼にみんなで食べ、また一部は鏡餅として園に飾られています。

ギャラリートークシリーズ
美術館散歩
　市立美術館コレクション展で展示中の作家や作品につい
てご案内します。コレクション展観覧券を購入の上、２階
展示室前にお集まりください。
日　時 　１月14日㈯／石

いし

井
い

鶴
つる

三
ぞう

　　　　　１月５日㈭・22日㈰／林
はやし

倭
しず

衛
え

・中
なかむら

村直
なおんど

人
　　　　　各日13：30～14：00

美術館

子どもアトリエであそぼう
　子どもアトリエで自由に創作活動をしませんか。
（参加費無料。申し込み不要）
◇えのぐであそぼう
　思いっきり絵の具で遊ぼう。大きな紙に描いてみよう。
日　時 　１月22日㈰10：00～11：00（受付9：30～）
対　象 　小学生以下の子どもと保護者
定　員 　当日先着30名
持ち物 　汚れてもよい服装、飲み物
◇アトリエ開放日
　子どもアトリエで自由に遊ぼう。身近な材料や道具でつ
くったり描いたりしてみよう。
日　時 　１月の毎週木曜日10：00～12：00の好きな時間

（５日は休み）
対　象 　小学生以下（未就学児は保護者同伴）

子ども
アトリエ

名古屋フィルハーモニー交響楽団
「名曲コンサート」
（指揮／飯

いいもり

守泰
たい

次
じ

郎
ろう

、ピアノ／金
かね

子
こ

三
み ゆ じ

勇士）

日　時 　３月26日㈰15：00～（開場14：15）
場　所 　大ホール
プログラム 　チャイコフスキー
　　　　　交響曲第５番　ほか
料　金 　Ｓ席5,000円、Ａ席4,000円、
　　　　　Ｂ席3,000円（Ｕ-25半額。全席

指定、未就学児入場不可）
チケット 　Webまたは窓口へ（発売中）

劇場
ホール

カルテット・スピリタス
サクソフォン・リサイタル
日　時 　１月21日㈯14：00～（開場13：30）
場　所 　小ホール
料　金 　2,000円（Ｕ-25半額、全席指定、未就学児入場不可）
プログラム 　アルフレッド・デザンクロ／四重奏曲
 福

ふく

田
だ

洋
ようすけ

介／紙芝居オペラ「MOMOTARO」
　　　　　リムスキー＝コルサコフ（石

いし

毛
げ

里
り

佳
か

編）／熊蜂の暴
走　ほか

チケット 　Webまたは窓口へ（発売中）

劇場
ホール

※Ｕ-25半額チケットは、購入時に公演当日25歳以下であることの証明書類を提示の上、サントミューゼ窓口でのみ購入可。

デュエットゥかなえ＆ゆかり（ピアノデュオ）
◇地域ふれあいコンサート

日時/場所 　１月14日㈯14：00～15：00／真田中央公民館
　　　　　２月11日（土・祝）14：00～15：00／武石公民館
　　　　　２月12日㈰14：00～15：00／川西公民館
料　金 　500円（中学生以下無料。全席自由。当日券のみ）
◇ピアノリサイタル
日　時 　３月11日㈯14：00～（開場13：30）
場　所 　小ホール
料　金 　2,000円（Ｕ-25半額）
プログラム 　ピアソラ／リベラルタ

ンゴほか
チケット 　１月７日㈯10：00以降、
　　　　　Webまたは窓口へ。

劇場
ホール

仲
な か み ち

道郁
い く

代
よ

ピアノリサイタル
日　時 　２月27日㈪19：00～（開場18：30）
場　所 　小ホール
料　金 　3,000円（一部バルコニー席

2,600円、Ｕ-25半額、全席指定、
未就学児入場不可）

プログラム 　ショパン／ポロネーズ第１番
　　　　　リスト／愛の夢
チケット 　Webまたは窓口へ（発売中）

劇場
ホール
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カンガルーニュースは
市ホームページでも
ご覧いただけます

行政チャンネルをご覧ください
●上田ケーブルビジョンCATV009　●丸子テレビ放送CA103
　  広報情報課　TEL71・8080

市政の重要課題や、市民生活に密着した情報などを分かりやすくお伝えするための番
組を放送しています。番組はインターネットからもご覧いただけます。これまでに放
送した番組も掲載していますので、ぜひご覧ください。
http：//www.youtube.com/user/cityuedakoho
YouTubeにアクセスし「上田市行政チャンネル」で検索。
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　長野県市長会役員会、定例会、および長野県知事との懇
談会に参加してきました。
　知事との懇談会では、「体育施設の整備及び国民体育大
会の招致」、「太陽光発電の適正な推進」、「ものづくり産業
の振興と地域経済の発展」、「住宅の耐震改修工事に対する
補助制度の拡充」の４項目について、県内各市長と知事と
の間で活発な意見交換を行いました。
　今後も県や県内各市町村と力を合わせ、住みよい街づく
りに努めてまいり
ます。

りんごオーナー収穫祭

　東小学校は、大正５年11月に上田尋常高等小学校東庁舎
として開校した歴史ある小学校です。
　記念式典では、全校児童によるこれまでの学習の取組や
音楽の発表など、子どもたちが主役となった大変素晴らし
い内容を披露いただき、感動いたしました。
　児童の皆さんには、これまで築き上げ、受け継がれてき
た伝統や校風を大事に、先生や保護者、そして地域の皆さん
と一緒に、これからも勉強や運動を頑張っていただきたいと
願っています。

11月５日㈯

上田市立東小学校
開校100周年記念式典

　りんごオーナー制度は平成17年度からスタートし、12年
目を迎えるなか、今年も姉妹都市の鎌倉市を中心に144組
の皆様にオーナーとなっていただきました。
　この日は、松尾鎌倉市長をはじめとする106組約430名の
オーナーの皆様が塩田平に集結し、晴天に恵まれた中、真
田氏の赤備えを思わせる真っ赤なりんごを収穫され、早速
その場で頬張る方々もいらっしゃいました。
　今後ともこうした取組を通じて、姉妹都市の皆様との交
流を深めていきた
いと思います。

11月12日㈯

　長野大学は県内私立大学の先駆けとして、旧塩田町が設
立をしてから半世紀の時を刻んでこられました。この間、
地域に根ざした教育等を実践され、地域貢献度が全国ナン
バーワン（私立大）という評価を受けるなど、輝かしい成果
を残しています。
　現在市では、来年４月の公立大学法人化に向け、大学と
ともに鋭意取り組んでいます。
　公立大学法人化後には、地方創生に向けた中心的な役割
を担っていただ
き、市政運営の中
心に据える「人づ
くり」に向け、切
磋琢磨していきた
いと思います。

11月12日㈯

長野大学50周年記念式典

11月25日㈮

「長野県市長会定例会」および
「知事との懇談会」



まちの話題

わらでっぽう作りと餅つき
武石保育園で伝承行事「十

と お か ん や

日夜」
　武石保育園で、園児と高齢者クラブの皆さんが、一緒にわらでっ
ぽう作りと餅つきを楽しみました。
　「十日夜」は秋の収穫を祝ってお餅を食べたり、わらでっぽうで地
面をたたいてモグラを追い払う行事です。子どもたちは、おじいちゃ
んと作ったわらでっぽうを持ち、「十日夜のわらでっぽう、夕めし
食ったらぶったたけ」と歌いながら園庭をたたいて回りました。
　続いて、「よいしょ！」の元気なかけ声とともに餅つきに挑戦し、
おじいちゃん、おばあちゃんとつきたてのお餅を味わいました。

11月10日㈭

武石

動画でもご覧いただけます動画でもご覧いただけます

　さわやかな秋晴れの下、晩秋の武石スポーツ祭りが武石グラウンド
で開催されました。メインイベントの靴とばし大会には、未就園児か
らシニアまで多くの人が参加。とんだりとばなかったりと結果はさま
ざまでしたが、参加した皆さんは競技を楽しみ、上位入賞者には賞状
と賞品が贈られました。
　また、ニュースポーツ紹介やクイズラリー、健康測定のほか、綿あ
めやポップコーン、豚汁のおもてなしコーナーもあり、多くの人でに
ぎわいました。

晩秋の武石スポーツ祭り
靴をとばして「あした天気にな～れ」

11月13日㈰

武石

宝くじスポーツフェア
「はつらつママさんバレーボールin上田」
　オリンピックメダリストや元全日本代表選手たち12名か
ら構成されたドリームチームと、地元ママさんバレーボール
チーム（イーグル上田、小牧、上小選抜チーム）による親善試
合を自然運動公園総合体育館で開催しました。
　世界を舞台に活躍してきた選手を相手に、地元選手が奮闘
して熱戦を繰り広げ、観客席からは得点
やファインプレーのたびに歓声が沸き起
こりました。

11月13日㈰

合併10周年記念事業

劇場の記憶・舞台の軌跡
舞台写真家谷

や

古
こ

宇
う

正
まさ

彦
ひこ

写真展
11月11日㈮～23日（水・祝）

　現代日本の舞台写真の第一人者である、谷古宇正彦氏の写
真展をサントミューゼで開催しました。
　喜びや怒り驚きなど、役者の一瞬の表情をとらえた写真が
多数展示され、訪れた人は「舞台の高揚感や躍動感、緊迫感
などが伝わってきた」と魅力を話しました。
　また、期間中の20日㈰には、実際の舞台（デモンストレー
ション公演）を撮影するワークショップ（体験型講座）もあり、
谷古宇氏から舞台写真を学ぶ貴重な機会となりました。

上田 上田
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まちの話題

図書館をより身近に
第６回図書館まつり

　日頃、利用している皆さんへの感謝を込めて、また多く
の方に図書館について知ってもらおうと、真田図書館で図
書館まつりを開催し、約300人の来館者でにぎわいました。
　本のリサイクル市やミミールの会による紙芝居、ヒロ・
タッキー氏の腹話術のほか餅つき大会を行い、つきたての

お餅がふるまわれました。大勢の
子どもたちも参加し、図書館をよ
り身近に感じてもらえる良い機会
となりました。

12月３日㈯

優秀賞を受賞
ａｂｎ・八十二ふるさとCM大賞NAGANO
　第16回ａｂｎ・八十二ふるさとCM大賞NAGANOの最終審査
会が長野市若里市民文化ホールで開催され、市広報情報課が制
作した「合併10周年記念  まだまだあるよ信州上田」が、優秀賞
の長野県市長会会長賞を受賞しました。同CMはａｂｎ（長野朝
日放送）で年間50回、またこの日の様子が１月３日に同局で放
送される予定です。
　CM大賞は、地域の魅力などを盛り込んで30秒のCMを制作し、
県内各市町村が窓口となって応募するもので、今年は全105作
品のうち22作品が最終審査に進みました。

12月４日㈰

丸子

真田

ラテン系フィットネス
「ズンバ（ZUMBA）」と温泉で
ママリフレッシュ
　未就園児の母親を対象にしたリフレッシュ講座が新し
く始まり、およそ30人が楽しみながら体を動かしてさ
わやかな汗を流しました。
　ズンバでは、インストラクターの山

やまぎし

岸真
ま

生
お

さんの動き
に合わせて踊り、運動後は温泉での入浴ができるほか、
専門スタッフへの育児相談も受け付けています。講座は、
毎月第３金曜日の午前中に別所温泉あいそめの湯で開催
し、毎月１日から（１月は４日から）申し込みできます。
詳しくは、  子育て子育ち支援課（TEL23・5106）へ。

11月18日㈮

上田

祝！銀賞
第35回全日本小学校バンド
フェスティバル
　全国から36校が参加した「全日本小学校バンドフェスティ
バル」が大阪城ホールで開催され、西内小学校金管バンドが
見事「銀賞」を受賞しました。
　５～６年生12人のメンバーは、朝と放課後に練習を重ね、
大会当日も気持ちを一つにし、元気いっぱい演奏しました。
　部長の小林あずささんは「面白くて楽しいメンバーで頑
張っています。全国大会は緊張しましたが、とても良い思い
出」と話していました。

11月19日㈯

丸子
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「
真
田
丸
」は
、
戦
国
の
荒
波
を

駆
け
抜
け
、「
日ひ
の
も
と
い
ち

本
一
の
兵
つ
わ
も
の

」と

称
え
ら
れ
た
主
人
公
・
真さ
な

田だ

信の
ぶ

繁し
げ

（
幸ゆ
き

村む
ら

）の
波
瀾
万
丈
な
生
涯
を
描

い
た
ド
ラ
マ
と
し
て
、
幅
広
い
世

代
に
親
し
ま
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

「
真
田
丸
」に
は
、
信
繁
を
と
り
ま

く
真
田
家
を「
戦
国
の
荒
波
に
た

ち
向
か
う
一い
っ

艘そ
う

の
船
」と
い
う
も

う
一
つ
の
意
味
が
あ
り
ま
す
。

　

ド
ラ
マ
で
は
、
こ
れ
ま
で
あ
ま

り
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
、
真
田

家
を
取
り
巻
く
武
将
や
関
係
す
る

ゆ
か
り
の
地
が
登
場
し
、
放
送
中

か
ら
訪
れ
る
観
光
客
が
増
え
、
改

め
て
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
真
田
丸
」に
よ
っ
て
発
掘
さ
れ

た
ゆ
か
り
の
武
将
や
地
域
は
、
こ

れ
ま
で
の
真
田
氏
ゆ
か
り
の
地
と

と
も
に
、「
真
田
丸
遺
産（
レ
ガ

シ
ー
）」と
し
て
未
来
へ
紡つ
む

い
で
い

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

今
号
で
は
そ
の
よ
う
な
新
た
な

ス
ポ
ッ
ト
を
紹
介
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
、
実
際
に
訪
れ
て
み
て
く
だ

さ
い
。

◇
徳
川
秀
忠
着
陣
の
地

　

染
屋
豊
染
英
神
社

　

慶
長
５（
１
６
０
０
）年
、
関
ヶ

原
で
の
戦
い
の
前
に
、
真
田
昌ま
さ

幸ゆ
き

と
信
繁
が
石い
し

田だ

三み
つ

成な
り

方
に
加
わ
り

上
田
城
で
戦
い
に
備
え
て
い
ま
し

た
。
そ
こ
へ
、
真
田
討
伐
に
来
た

徳と
く

川が
わ

秀ひ
で

忠た
だ

が
、
第
二
次
上
田
合
戦

で
染
屋
台
に
着
陣
し
た
と
さ
れ
、

こ
の
豊と
よ

染そ
め

英
は
な
ぶ
さ

神
社
が
そ
の
陣
跡

で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
神
社
か
ら
は
上
田
城
下
が
一

望
で
き
、
徳
川
秀
忠
が
上
田
城
に

攻
め
入
る
隙
を
今
か
今
か
と
う
か

が
っ
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

◇
真
田・徳
川
会
見
の
地

　

信
濃
国
分
寺

　

第
二
次
上
田
合
戦
の
際
に
、
徳

川
秀
忠
の
使
者
と
な
っ
た
真
田
信の
ぶ

幸ゆ
き

が
、
信
濃
国
分
寺
で
父
と
会
っ

て
交
渉
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

古
い
三
重
塔
や
、
創
建
当
時
の
礎

石
も
残
る
由
緒
あ
る
お
寺
で
す
。

　

上
田
城
を
巡
る
攻
防
で
は
、
信

濃
国
分
寺
か
ら
神
川
周
辺
が
主
戦

場
に
な
っ
た
の
で
は
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
境
内
に
は
、
信
幸
が
昌

幸
と
交
渉
し
た
地
・
会
見
の
地
の

石
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　大河ドラマ「真田丸」上田市推進協議会　（  シティプロモーション推進室内）　TEL75・2554

◇
矢
沢
家
の
菩
提
寺

　

良
泉
寺

　

矢や

沢ざ
わ

頼よ
り

綱つ
な

と
三さ
ん

十じ
ゅ
う

郎ろ
う

頼よ
り

幸ゆ
き

ゆ
か

り
の
矢
沢
城
。
現
在
は
、
矢
沢
公

園
と
し
て
整
備
さ
れ
、
桜
の
名
所

と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

矢
沢
城
北
の
山
裾
に
は
、
矢
沢

氏
が
菩
提
寺
と
し
た
良り
ょ
う

泉せ
ん

寺じ

が
あ

り
貴
重
な
古
文
書
が
保
存
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
良
泉
寺
で
注
目
を

集
め
て
い
る
の
が
本
堂
内
に
あ
る

「
幽
霊
柱
」で
、
建
物
倒
壊
の
下
敷

き
か
ら
守
る
柱
と
し
て
新
聞
で
も

取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
柱
は
、
本
堂
の
一
室
の
天

井
か
ら
伸
び
、
大
人
の
背
丈
ほ
ど

の
と
こ
ろ
で
断
ち
切
ら
れ
た
よ
う

に
宙
に
浮
か
ん
で
い
る
不
思
議
な

柱
で
す
。
建
物
が
倒
壊
す
る
よ
う

な
大
地
震
の
際
に
柱
が
落
ち
て
支

え
と
な
り
、
室
内
に
い
る
人
を
守

る
と
さ
れ
て
お
り
、「
地
震
除
け

の
柱
」と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る

そ
う
で
す
。

　

最
近
で
は
災
害
除
け
、
ま
た
、

地
震
に
強
い
こ
と
か
ら「
自
信
が

付
く
柱
」と
し
て
柱
に
触
っ
て
い

く
人
も
多
い
そ
う
で
す
。

◇
伝・河
原
氏
墓
所

　

真
田
信
繁
の
祖
父・
幸ゆ
き

隆た
か

夫
人

（
大
河
ド
ラ
マ「
真
田
丸
」で
は
と

り
役
と
し
て
草く
さ

笛ぶ
え

光み
つ

子こ

さ
ん
が
演

じ
ま
し
た
）は
、
真
田
家
の
重
臣

だ
っ
た
河か

原わ
ら

隆た
か

正ま
さ
の
妹
で
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
河
原

氏
の
屋
敷
跡
と
墓
所
と
伝
わ
る
場

所
が
、
ゆ
き
む
ら
夢
工
房
か
ら
北

に
１
㎞
ほ
ど
離
れ
た
国
道
１
４
４
号

線
の
脇
に
あ
り
ま
す
。
墓
所
に
は

五
輪
塔
な
ど
石
塔
が
多
く
集
め
ら

れ
て
い
て
、
地
域
の
人
た
ち
の
手
で

大
切
に
守
ら
れ
て
い
ま
す
。
中
央

に
あ
る
五
輪
塔
は
完
全
な
形
で
残
っ

て
お
り
、
こ
れ
は
河
原
隆
正
の
跡

を
継
い
だ
河
原
綱つ
な

家い
え

の
墓
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

幸
村
も
の
が
た
り（
其
の
弐
十
）

未
来
へ
受
け
継
ぐ「
真
田
丸
遺
産（
レ
ガ
シ
ー
）」

「
大
河
ド
ラ
マ『
真
田
丸
』は
信
州
上
田
が
舞
台
。」

この印刷物はグリーン購入法の基準を満たす紙と植物油インキを使用しています。

人口：159,286人　男：78,020人　女：81,266人　世帯数：66,796世帯市の人口（平成28年12月１日現在）
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